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 要  旨 
魚という生物は個体の形態、身体の色だけでも千差万別があり、行動もさまざ
まなものがある。中でも特徴的なものはスクールと呼ばれる魚群の集団行動であ
る。沢山の魚はまるで一つの知能をもった巨大な生物のような振る舞いをする。
このような集団が持つ知能のようなものを群知能と呼んでいる。 
この魚の群れというのは危険のない状況の時ばかりでなく、プレデターなどに攻
撃されているときにも、動的秩序のある集団行動を示すことがしばしば観測され
ている。 
群れに属する魚はごく近傍の状況しか知りえないにもかかわらず、どのように
自分の行動を制御して、動的秩序を維持するのか、なぜ魚たちはこのような集団
行動を行うのか、という問題は生物の集団行動のメカニズムを解明するために重
要な意味を持っている。 
魚群については今までいろいろな研究が行われてきた。群れでいることは、プ
レデターの攻撃から生存率を高める効果があるということがわかっているが、な
ぜ群れでいると生存率が高くなるのか、まだあまり解明されていない。魚が群れ
を維持する上で重要な要因となっているのが他の魚を模倣し、平行に泳ぐという
行動がある。この平行に泳ぐという行動が群れを維持するための行動以外に魚間
の情報を伝える役割があるではないかという仮説を立てた。そこで、本研究では
魚間の情報伝達がより重要になるプレデターの攻撃からの回避行動をシミュレー
ションし、魚の個々の平行運動特性を変えることにより、回避行動に差が出るの
か、魚間の情報伝達はどのように変わっていくのかを観察した。 
平行運動特性を変えていくと、プレデターから回避できる時間に差が見られる。
この回避時間はある最適な平行運動特性のところで最大となる。つまり最も効果
的な回避運動が起こる。群れ全体の性質を見ていくと魚間の平行運動特性を弱く
しすぎると、群れが分裂しやすくなり、攻撃を受けた際に、群れを修復するまで
の時間がかかる。そのため、プレデターの攻撃から効果的な回避行動が出来ない。
それに対して、魚間の平行運動特性の強さが一定以上だと、攻撃に対して分裂し
にくく、攻撃を受けた際に群れの修復にかかる時間が短くてすむ。さらに、群れ
の中の個々の魚の動きに注目すると同一方向に運動する魚がスクール運動時に一
定数いる場合には、平行運動特性が強いほど、一定方向の情報が魚間により速く
伝達される。一方、プレデターからの攻撃をうけている時、プレデターから攻撃
を受けているという情報を持っている魚の数は、平行運動特性を強くすると減少
する。 
最も効率的なプレデター回避行動を行うためには、プレデターの動きに対する
情報を持った魚の数と運動方向に対する情報の伝達速度のバランスの取れている
平行運動特性を持つ魚の群れが必要である。 
 
 
